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方，ネコの網膜神経節細胞は，これまでの研究から生理学的・形態学的特徴から Y(α) 細胞， x (β) 細胞， w (γ 
等)細胞の 3 種類に大きく分けられ，各々が異なった役割を持つことが示されている。我々はこれまでの研究から，
このネコの網膜神経節細胞も，軸索切断後，末梢神経移植によってラット・ハムスターと同じように軸索再生し，そ















1) Y細胞型の反応性を持つユニットが142個 (49.7%) と最も多く， x細胞型は113個 (39.5%) ， w細胞型が19個 (6.6
%)であった。 2) ON 中心型と OFF 中心型の出現頻度を比較すると， Y細胞ではこの両方の型が記録されたのに対
して， x細胞では OFF 中心型が全く記録されず全て ON 中心型であった。 3 )網膜中心野からの各偏心度における各
細胞の受容野中心の直径の大きさを調査すると，正常網膜の場合と同様に，どの偏心度においても Y細胞・ W細胞は
X細胞よりも中心径が大きかった。 y.x.w細胞とも，受容野中心径は正常のy.x.w細胞の受容野中心径に近
い分布を示したが，網膜中心野より 10度以内では特に X細胞の受容野中心部が拡大していた。 4 )自発活動頻度はほと
んど全てのY細胞・ X細胞において10スパイク/秒以下と，正常のものよりも明らかに低く，特に全く自発活動を持た

















本研究は， teased fiber recording 法を用いて再生軸索から単一ニューロン活動電位を記録することによって，軸索
再生したネコ網膜神経節細胞の光に対する生理学的反応の存在を初めて証明したものである。軸索再生した網膜神経
節細胞は光刺激に反応して活動電位を発生することができ，その軸索は細胞体で発生した活動電位を伝達しうること
が証明された。しかも，ネコ網膜に存在する y ， x , w型のどの型の神経節細胞も，正常動物において見られる光に
対する受容野の特性を保っていることが確かめられた。これらのことから，各々異なった視機能を担当する各種網膜
神経節細胞はいずれも軸索再生可能であり，しかも光情報の伝達機能を有していることが明らかとなった。はとんど
全てのY細胞， x細胞において自発活動頻度が正常のものよりも明らかに低い，多くの Y細胞， x細胞で受容野周辺
部の入力が減弱している，網膜中心部では特に X細胞の受容野中心部が拡大している，などの正常と異なる所見も得
られたが，これらは網膜神経節細胞の電位発生メカニズムやシナプス入力の軸索損傷・再生に伴う可塑的変化を示唆
するものである。
以上，本研究は，高等動物の複雑に分化した網膜視神経系において，末梢神経移植による神経機能再建の可能性を
生理学的に証明したものであり，よって学位の授与に値すると考えられる。
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